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主に九州における秩父帯下部白亜の層序および汽水生二枚貝化石相

熊本大学大学院・一瀬めぐみ

御所浦博物館・小林るみ

三岳小学校・中村育栄

1．はじめに

大分県における下部白亜系汽水成堆積物に

は山部層および腰越層があり、これらは大分

県南海部郡の伽楯山地域に分布している。し

かし、ほぼ同時代の堆積物として考えられて

いるこれら2累層は、同じ地域に分布してい

るにもかかわらず岩相・汽水生二枚貝化石相

について大きな相違が認められている。今匝

はこれら2累層について、その岩相・層序お

よび産出化石群集の詳細な比較検討を行うと

ともに、このほかの九州および山口県に分布

する下部白亜系汽水成堆積物についても、産

出化石群集を中心に比較検討を行った。

本研究を進めるにあたり、熊本大学教育学

部地学教室の渡遜一徳教授には研究の便宜を

図っていただくとともに貴重な御助言を頂き、

同教室田中均助教授には研究全般にわたり懇

切丁寧なる御指導および原稿の査読をして頂

いた。また同教室馬場正弘助手、科学研究生

である島田一哉氏、宮川英樹氏および同教室

4年生一|司には現地調査ならびに化石採集の

際に御協力いただいた。記して深く感謝申し

上げる。
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図1侃楯山地域の位置図および広域地質図

1;樫峰層2;侃楯山層3;腰越層上部

層4；腰越層下部層5；山部層上部層

6；山部層下部層7；元山部層8；新開

層9；蛇紋岩10；変成岩11;花樹岩

12；チャート(Tanaka,1989に一部加筆

岩相から4部層に層序区分し、藤井が侃楯山

層の一部が不整合に山部層を被覆していると

したのを否定した。また野田（1972）は山部

層の基底部より此ﾉ･riasellasp.を発見し、

山部層最下部層を海成層とした。その後、田

It．(1989)はその海成層を元山部層と定義す

るとともに、汽水成層を|｣｣部層として再定義

した｡さらに田代(1993)は、この海成層を

四|玉1に分布する鳥巣層群最上部層に対比し、

山部屑を四国の南海層群美良布層（森野、

2．地質概説

下部白亜系汽水成堆積物が分布する大分県

侃柵山地域は、太田・田中（1980）および田

il-1(1989)等により比較的研究の進んだ地域

である（図1参照,)o

侃柵山地域の南方に分布する|｣_I部層は藤井

(1954）によって命名され、岩相・層序や産

出化石により下・中・上部層に区分された。

また藤井は、山部層は侃柵山嘱の牒岩に不絡

合に種われるとした。寺岡(1970)は、その
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1989)に対比した。

一方、山部層分布域の北側約3kmの付近に

ある侃楯山(753.8m)一帯には、下部白亜

系が分布しており、藤井（1954）はこれらの

累層を側楯山層と命名し、岩相・動物化石群

から下・中・上部層に区分した。寺岡（1970）

は侃楯山層を侃楯山層群とし、下位より腰越

層・須久保層に区分した。野田(1977)は藤

井と同じく侃楯Ill層とし、これを岩相・産出

化石により4つに区分した。田中（1989）は

寺岡と同じくこれらの累層を側楯山層群とし、

岩相・産出化石をもとに下位から腰越層・側

楯山層に区分した。この側楯山層群下部の腰

越層が下部白亜系汽水成堆積物であり、四国

に分布する物部川層群領石層に対比されてい

る。

3．地質各論

①山部層について

山部層は図’に示してあるように、西は三

重町小木浦付近より東は本匠村松葉に至る東

西約7kmの範囲に分布している（太田他、

1980)o今回は岩相・層序および産出化石を

もとに山部層を下部・中部・上部に区分した

(図2参照)。岩相の特徴は、中部層および上

部層にアルコース質砂岩が卓越することであ

る。このアルコース質砂岩は、酸性の火成岩

である花耐岩や流紋岩等が削剥．浸食され再

堆積してできた堆積岩であり、これが分布す

るということは、山部層の後背地には広くイビ

樹岩等が分布していた、つまり山部層は大陸

縁辺部の堆積物である可能性が高いと推測さ

れる。さらに'｣1部層はその北側および南側で

は蛇紋岩を主とする黒瀬川古期岩類と断層を

介して接触しており、その断層運動によって、

非対称的な向斜構造が形成されたと考えられ

る。

また、従来山部層を不整合に覆うと考えら

れていた大山山頂付近に分布する磯岩層は、

詳細な地質調査の結果、不確合ではなく整合

に亜なる山部層中部層の描成物であることが
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明らかになった。

産出化石については、下部層からは化石は

ほとんど産出しないが、中・上部層からは、

表1に示している汽水生二枚貝化石および巻

貝化石を豊富に産出する。またこれらの二枚

貝化石の多くは密集層をなして産出すること

から、異地性（生物体の死後、波による運搬

作用等により生息場所から離れた場所に堆積

し化石化したもの）だと考えられる。

表1山部層産化石リスト

Species

Aguile尼"a(γ○shimopsisノnagatoensis(Ohta)

Crassostrearyosekiensis(KobayashiandSuzukiJ

EomiodonnipponicusOhta
EOmゎdDnmatsumotoiOhta

に､HロmeIamatsumotojOhta

HayaminacarinataTashiroandOhnishi
TetoriayoshimoensisOhta

CO巾viasp.

RJ1sjﾛiSnaqamens脂Oht2

山部層の地質年代は、下位の海成層である

元山部層（チトニアンーベリアシアン）を非

整合に覆うためバランギニアン～オーテリビ

ァンだと考えられる。

②腰越層について

腰越層は上腰越部落を中心に、東西1.7km、

南北0.8kmの範囲で分布しており（田中他、

1980)、岩相・層序および産出化石により下

部および上部に区分されている（田中、1989)。

腰越層下部層は赤紫色岩が卓越することが特

徴であり、陸域あるいは汽水域で堆積したと

考えられ、この下部層からは化石はほとんど

産出しない。一方、上部層は牒岩・砂岩・頁

岩の小刻みな小堆積輪廻からなる。また、本

部層からは表2に示す汽水生二枚貝化石を多

産するとともに、領石フローラを産出するo

表2腰越層産化石リスト

Spec肥s

Q曾舞ostrearyosekiensis(Kobayashiar画SuZukil

Costocyrenaotst火3i(YabeandNagao)

鱈…77e＃asﾉ油画ensis(Yabea《対Nagao}.

ﾉねyaminanaumanfガ(Neumayr)
凡〃…rTashiroa閲Kozai

元toriasanchuensis(YabeandNagao】



また腰越層は、下位の先白亜系に傾斜不整

合で重なり、上位の側楯山層（バレミアン）

との層序関係から、その地質年代はバランギ

ニアン～オーテリビアンと推定される。

フォーナ（田代他、1985）に大別される。

図3九州および四国における下部白亜系汽

水成堆積物の位置図

M.T.L.;中央構造線B.T.L・；仏像構造線

U､－Y.T.L・；臼杵一八代構造線

まず南海タイプ汽水成堆積物には、大分県

の山部層、熊本県の川口層、山口県の吉母層

および四国の美良布層があり、これらの累層

から産出する二枚貝化石は、Agu此『e"上I

(Yosh加叩sis)nagatoensis,Eomiodon

matsumotoi,ノsodome"timatsumotoi.

Hayam伽acarinata,Tetoriayosh加oensis

等である（表3参照)o山部層および川口層

からはEomiodonmatsumotoi、姥toria

yoshimoensis、Htlyammacarmataが多産

するが、美良布層からは恥miodo凡および

Tetoriaが、吉･母層からは〃ayami"αが産出

しない。このように同じタイプのフォーナで

はあるが、個々の群集榊成が異なる理由につ

いては現在検討中である。筆者らは、そのよ

うな相違は、堆積環境の違い（塩分濃度の違

い）によるものではないかと考えている。

一方、領石タイプ汽水生フォーナには、大

分県の腰越層、寓崎県の戸川l愚、熊本県の小

原層および四国の領石層から産出する二枚貝

化石群集がある。これらの累層から産出する

山部層および腰越層の柱状図

2；砂岩3；砂岩・頁岩互層

5；先白亜系6；汽水生二枚貝
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4．汽水生二枚貝化石相

以上大分県における下部白亜系汽水成堆積

物について説明を行ったが、九州および山口

県においてもこれらと同様の地層が分布して

いる（図4参照)o九州・四国および山口県

に分布する下部白亜系汽水生化石相について

は、YabeandNagao(1926)において研究

が始められ、その後も田村(1980,1981,

1990)、田代（1985,1986,1993)、池上・木

下(1992)等によって研究が進められた。

九州・四国および山口県に分布する汽水成

堆積物についてそれぞれ調査した結果、これ

らから産出する二枚貝化石群集は、その属・

種の組み合わせによって、南海タイプ汽水生

フォーナ（田中他、1998）および領石タイプ
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田代正之著「化石図鑑」を参考に説明する。

・たodome"a・ﾉsodome"α

〃zatsumotoisんかoiensis

/.shiroiensisのほうが殻頂が尖っている㈱

表3九州、四国および山口県の下部白亜系

汽水成層から産出する二枚貝化石リスト
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殻の表面装飾はshかoiensisにはみられない

が、/.matsumotoiには弱い成長線がある。
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carmata凡αu、α凡凡z

殻の外形は〃・caFinatαは亜三角形型であ

…､姉、w刷口､ﾘTI

圧”"”

ﾉf(?）“耐『‘”

ﾉf“〃何口ね

た『＠両α”"鋤U8“町

犀
一
一

まα応冴わsp･

PWﾉ“j剛3”"幽狸率jr

及口"R"わ「jg

Rク”R““"〃尿
×0.72グ、“●ga

×0．3

るが、〃．〃“mα"”はおむすび型をしてお

り、その成体は〃.cari"atαよりも大きい。

また〃.cari"atαは、後稜が強くはっきり

している。

・たtoﾉ･ね・Tetoria

yoshimoensissanchuensis

弧sα"chuensisは殻の膨らみが強く、殻頂

P.S､G.;先外和泉層群R;領石層

Ko;腰越層To;戸川層B;美良布層

Ya;山部層Ka;川口層Yo;吉母層

二枚貝化石は、Costocyrenaots蛾αi,

ﾉsodomellashiroiensis,Htjyaminα〃α"nanni,

7bmFjasanchuensis等であり（表3参照)、

戸川層からはMyopholassp・の産出も報告

されている（田代他、1993)。また、小原層

からは化石が産出していないため、再度化石

採集を試み、比較・検討を行いたい。

このようにこれら2つの汽水生二枚貝フォー

ナは産出化石およびそれらの岩相・層序につ

いても著しく異なることが明らかになった。

亀
noensisはそれほ

鶴×0．4

が尖っているが、T'..yos〃"loensisはそれほ

ど殻頂は尖っていない。また両方とも側歯が

発達している。5．種の判定基準

南海タイプ汽水生二枚貝フォーナおよび価

石タイプ汽水生二枚貝フォーナにおいて、そ

れらの榊成種は著しく異なるが、なかには属

までは同じであるが種は異なるものがみられ

る。そこでそれらについて簡単な見分け方を、

6．考察

九州・四国およびIll口県に分布する下部白

亜系汽水生.二枚貝化石について上記のように

比較検討を行ったが、これらの累層は、吉母
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層を除いては広義の秩父帯に属する。このよ

うに岩相・層序および産出化石が異なる山剖

層および腰越層が秩父帯という同一地帯構造

区分帯になぜ分布しているのか問題となるが、

それらの間に黒瀬川構造帯が位置しているこ

とから、次のように考えられる。すなわち、

本来山部層と腰越層は、異なる生物地理区に

おいて堆積したと考えられるが、黒瀬川構造

帯の左横ずれ運動によってより南側に位置し

ていたと思われる山部層が現在の位置に北上

してきたと筆者らは考えている。

7.今後の課題

さらにおもに福井県および富山県に分布す

る手取層群から産出する汽水生二枚貝化石を

採集しているため、このクリーニングを行い、

先に述べた堆積物との比較・検討を行いたい。

加えて、西南日本下部白亜系汽水生堆積物に

ついて、それらの岩相・層序および産出化石

をもとに、堆積当時の古環境を明らかにして

いきたい。
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Plate1の説明

PulsidisnagatoensisOhta

2Rubberexternalcastofleftvalve,X

0.91,Loc.Yoshimo.

Pulsidissp.cf・p."昭αtoensis

1Internalmouldofrightvalve.×0.63,

Loc・Yoshimo.

3Internalmouldofrightvalve.×1.12,

Loc・Yoshimo.

4Internalmouldofrightvalve.×0.98,

Loc・Yamabu.

5Internalmould.ofleftvalve.×1.47,

Loc.Yamabu.

Corbulasp.cf.C.matsumotoi

6Internalmouldofrightvalve.×1.47,

Loc.Yamabu.

7Internalmouldofleftvalve.×0.91,

Loc.Yamabu.

ﾉsodomelね〃latsumotoiOhta
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11Rubberexternalcastofleftvalve,X

0.98,Loc.Kawaguchi.

ﾉsodomellasp.cf.I.matsumotoi

8Internalmouldofleftvalve.×0.98.

Loc.Kawaguchi.

9Internalmould.×1.12,Loc.Yoshimo.

10Internaimouldofrightvalve.×1.19.

Loc・Yamabu.

EomiodonmatsumotoiOhta

12Rubberexternalcastofrightvalve.

X0.7,Loc・Kawaguchi.

13Rubberexternalcast,×1.54,Loc.

Yamabu.

14Rubberexternalcastofleftvalve,X

1.05,Loc.Yoshimo.

伽"liodonhayα"liiOhta

15Rubberexternalcastofrightvalve,

Xl.33,Loc.Yoshimo.

Aguilere"αnagatoensis(Ohta)

16Rubberexternalcastofleftvalve,X

0.98,Loc・Yamabu.

17Internalmouldofleftvalve.×1.19,

Loc.Kawaguchi.

18Internalmouldofrightvalve.×1．26.

Loc.Yoshimo.

Tetoriasp.cf.T.yosﾉiimoensis

19Internalmouldofrightvalve.×1．19.

Loc・Kawaguchi.

20Internalmouldofrightvalve.×0.77.

Loc・Yoshimo.

21Internalmouldofrightvalve.×0.77.

Loc.Yoshimo.

22Internalmouldofrightvalve.×0.84.

Loc.Yoshimo.

Htlyα"zmasp・cf,//.carmata

23Internalmouldofrightvalve.×1.47.

Loc・Yamabu.

24Internalmouldofrightvalve.×0.77.

Loc・Kawaguchi.

Os"℃asp.

25Internalmouldofrightvalve.×0.6,
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Loc.Kawaguchi.

Plate2の説明

Costocyre"αCLS蛾ai(YabeandNagao)

1Internalmouldofrightvalve,×1,22,

Loc.Koshigoc.

－17－

YamabuFormation

2Internalmouldofrightvalve.×1,28

Loc・Koshigoc.

ﾉ'sodome"αsp.cf.ノ.shiroiensis

3Internalmouldofrightvalve.×0.79

Loc.Koshigoe.



Teto両asα凡c"ensis(YabeandNagao)

41nternalmouldofleftvalve,×0.73,

Loc.Togawa.

Tetoriasp・cf.T.sα凡c純e"szs

5Internalmouldofrightvalve.×0.61

Loc.Togawa.

"上lyα"2mα”腿、α凡"i(Neumayr)

6Rubberexternalcastofleftvalve,X

0.73,Loc.Koshigoe.

7Rubberexternalcastofleftvalve,X

0.67.Loc.Koshigoe.

8internalmouldofrightvalve,×0.61

Loc.Koshigoc.

〃qyammasp.cf./-;.〃αumα""〕

9Internalmouldofrightvalve.×0.73
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Plate2

Loc.Koshigoe

10Internalmou10Internalmouldofrightvalve,×0.67.

Loc.Koshigoe.

11Internalmouldofleftvalve.×0.67,

Loc.Koshigoe.

Aguii"惣恥(Yosﾉiimopsis)〃αgatoensis

(Ohta)

12Rubberexternalcastofleftvalve,X

0.73,Loc.Togawa.

Crassostrearyosekiensis(Kobayashiand

Suzuki)

13Internalmould.×0.67,Loc.Togawa.

(̂ Loc・の後の名前は地層名を示すo)




